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　　　E－5　生け花保存剤としての聚･'Fの知果につレヽて

　　　　　　ミヅカンm研　正什博か　○上銘　昭

　目刺　従来のi-け花、in 'I花の保存則乙しての冷く|t、いずれも農豪あるﾚヽiぷ強力

な毒性乞有する化学脚質な使用しr- ものrある。これらのもr, |ま練用法によ。zはん

体|リ^t 3 蕎性i><'大きいと旅に俵用後の用水､の排水う舌戦の一囚巳硲ることも穴fﾚヽ閤

題である。芳がらli - れら。点屯も分に渚虎･いt I↑孔保存剤の蔵索に当'I 食酢( 練

盛酢)単独便用素r^ IJ岬ね･; /"十一、専2～3 ・剽質巳・併用により生け拓保存I- 大

きレヽ妙力乞もっ-とを発見JしT-- 。着% らは生け拓用れ・P H , 渇炭、酸浪跨m紐時的

萱化匹っい7 剰定しれ。

　有去　水洗水乞食詐( 醸適酢) で脈虞∂. o りo ／え~と.∂？λ卜調管したバ)を*

け花の用水とし-z便凩しれ。この用水'^zoo～ぷークク-,.え尊メスシリンタ一に採取

レ隙検体としてirt軟的保^性の島ﾚヽ如V -J

了奪)包3 ～4一季ブつ挿し穴｡験に供しf-。尚対照として水ま水､。み■£ 用い化かen -£便

用し仁。P H *'J定にI?ガラス電極法、濁庫剰定r- ＼iぶ6 0 。。夕)吸も度Z" 示した。鯨

岸測定|ぷ常汰卜征つて行なﾚヽ沁ﾄ1一心o ri T)滴定骸でも、マ表わし↑P- .汰存日転(n A

ぷは観照明乙してST じ%･われるB数でも、て荻わレr-.

　結果　本法rt低用によI) 水まホ､(Hみ凩いt- か<nにμベイ呆存B 数が｀/,え､タヘλ｡λS 倍

延長が･可霖であ丿゛こ。芦に用太・P ri、昿序I*報時的に鳶しﾚヽ変動'^渥づ＝じを祀見

しX--。
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　　　　　　ﾎﾞヽ防涵ｔＫ　Ｏ化庫め斥る　浅9悦丿　仙狛1ず5

i‐痴秘ぐ。J､､、ぺ、凝


